
 

 

 

 

 

特別授業で世界を学ぶ 
１年生でグローバル人材育成講演会 

 

10 月 24 日（月）、テラ・ルネッサンス（認定
にんてい

ＮＰＯ
エヌピーオー

法人
ほうじん

）の佐々木
さ さ き

純徹
じゅんてつ

さんを講師
こ う し

にお招
まね

きし

て、１年生の生徒対象にグローバル人材
じんざい

育成
いくせい

講演
こうえん

会
かい

を実施
じ っ し

しました。佐々木さんは自衛隊
じえいたい

勤務
き ん む

時代
じ だ い

に南スーダンのＰＫＯ
ピーケーオー

（国連
こくれん

平和
へ い わ

維持
い じ

活動
かつどう

）の経
けい

験
けん

があり、それを契機
け い き

として現在
げんざい

アフリカで元
もと

子

ども兵
へい

の支援
し え ん

活動
かつどう

や日本の学校で今回のような

講演
こうえん

をされている方です。 

佐々木さんの口調
くちょう

はとても穏
おだ

やかだったもの

の、その内容は戦争の生々
なまなま

しい現実
げんじつ

を伝
つた

えるもの

でした。子ども兵
へい

が生
う

まれる原因
げんいん

、そもそもなぜ

アフリカで戦争
せんそう

や紛争
ふんそう

が絶
た

えないのかなどにつ

いて、１年生にも分
わ

かりやすい言葉
こ と ば

を使って話し

て下さいました。生徒たちは佐々木
さ さ き

さんの質問
しつもん

に

よく答
こた

えたり、熱心
ねっしん

にメモを取ったりしながら

真剣
しんけん

に聴
き

いていました。講演後
こうえんご

、佐々木さんから

「こんなに質問
しつもん

に答
こた

えてくれる学校はめったに

ありません。とても嬉
うれ

しかったです。」という言葉

をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標：「郷土を愛し、自ら学び、仲間とともに伸びる生徒の育成」 
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文責：校長 中島 明俊 

学校だより 

私は佐々木さんのお話を聞いて、初めて知ったことが

たくさんありました。子ども兵は聞いたことがありました。で

も、どういう生活を送っているかは知りませんでした。突然
と つ ぜ ん

誘
ゆ う

かいされたり、自分の帰る家をなくされ、自分の母を傷
き ず

つけたりするのは本当に悲しいと思います。自分と同じ思

いをしている子を傷
き ず

つつけるのも私は絶対にしたくないで

す。もし（家に）帰れたとしても、偏見
へんけん

つ 役立
 く た

つたずなどと

言われるのは恐
こ わ

ついです。でも、元子ども兵を３年間かけ

て教育する場所があってすごいと思いました。月収
げっしゅう

が上が

ったり、周
ま わ

つりとの関係も少しは良くなったりする。すごいなと

思いました。 

私は、「一人一人の力
ちから

つは微力
び り ょ く

つでも無力
む り ょ く

つじなない。」と

いう言葉が好きです。ダイヤほしさに戦いをしてまでも奪
う ば

つっ

た物は使いたくない、そんなことを思った人、一人が行動

をして戦いがなくなるのもすごいと思います。 

私にできること。事実
じ じ つ

つを知ること。できることをする（行

動）。周
ま わ

つりに伝えること。まずは一つでもいいので挑戦
ちょうせん

つし

てみたいと思います。できないことがあったとしても、何かで

きることが自分にもあると思ってがんばりたいと思います。

私はこのお話を聞いてたくさん知って、たくさん考え感じる

ことができました。これらのことをこれからの生活に生かして

いきたいです。大切なお話をしていただきありがとうござい

ました。（佐藤詩星） 

今日、佐々木さんのお話を聞いて、世界にはまだ戦

争が続いていることと、25～30万人の子どもが兵士にな

って、学校に行くかわりに戦いに行っていることにすごく心

が痛
いた

つくなりました。子ども兵になった子どもは、襲撃
しゅうげき

つにあ

い、誘拐
ゆ う か い

つされ、自分の家族を殺したり、殴
な ぐ

つる蹴
け

つるなどの

暴行
ぼ う こ う

を受けたり、戦いに連
つ

れて行かれるなど様々
さ ま ざ ま

なことに

怖さ 苦しみを持っていたことがとても分かってきました。 

経験した人の話を聞いても、顔の表情 ふるえる声で

当時の様子がとても心の中で浮
う

つかんできました。戦争を

なくすためにみんなと協力して、活動していきたいと思いま

した。（土橋奈都美） 

元子ども兵のインタビュー映像を視聴しました 

レアメタル 

（争
あらそ

いのもととなっている鉱物
こうぶつ

資源
し げ ん

の一つ） 



 
 

11 月２日（水）、２年ぶりとなる授業
じゅぎょう

参観
さんかん

を実
じっ

施
し

しました。全学年
ぜんがくねん

とも「みんなでとんだ」という、

学級
がっきゅう

担任
たんにん

による道徳授業（ふれあい道徳）でした。

大縄跳
おおなわと

びにまつわる学級の出来事
で き ご と

を動画
ど う が

で視
し

聴
ちょう

して、「あべちゃん（軽度
け い ど

の知的
ち て き

障害
しょうがい

をもつ生徒）

と一緒
いっしょ

に跳
と

ぶか応援
おうえん

してもらうか」、「そもそもあ

べちゃんはどう思っているのか」などについて、自

分で考えたり友達と対話
た い わ

したりしました。「集団
しゅうだん

が団結
だんけつ

するため

に大切
たいせつ

なことは

何か」を深
ふか

く考

える授業になり

ました。 

 

 

 10/31（月） 

校区内の危険
き け ん

箇所
か し ょ

の写真を見ながら、「『止まれ』

では必ず一旦
いったん

停止
て い し

」、「並進
へいしん

は禁止
き ん し

」など現状
げんじょう

に応
おう

じた交通指導をしました。また、ネットパトロー

ルから指摘
し て き

があった本校の具体
ぐ た い

 

例
れい

を紹
しょう

介
かい

し、ＳＮＳを使用
し よ う

する場 

合は「個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の漏洩
ろうえい

」、「著
ちょ

作権
さくけん

・ 

肖像権
しょうぞうけん

の侵害
しんがい

」にくれぐれも注意 

するよう指導しました。 

 

 

３年ダンス・マット運動演技会 
  

 

３年生の保健
ほ け ん

体育
たいいく

の授業では９月下旬からダ

ンス・マット運動の創作
そうさく

に取り組んできました。

そのまとめとしての発表会が行われるというこ

とで、生徒たちから招待
しょうたい

を受けたので見に行きま

した。「表現
ひょうげん

活動
かつどう

なので恥
は

ずかしがってもじもじ

するのではないだろうか」と思いながら体育館へ

行ったところ、実際
じっさい

に目
め

にしたのは自分

たちで創作
そうさく

したダン

スとマット運動をグ

ループで協力しなが

らのびのびと演技
え ん ぎ

す

る生徒の姿
すがた

でした。

何より楽しそうで、

とても良い雰囲気
ふ ん い き

でした。 

  

 

返信ありがとうございました 
 

○久しぶりにそろっての子どもたちの顔を見ましたが、成長

して「誰だっけ？」とお母さんたちに聞いたりしました。そ

れぐらい久しぶりに顔を見れてうれしかったです。何より、

娘が「終わった!!」と帰宅して見せてくれた笑顔が一番う

れしかったです。 り遂げた達成感を味わえたようです。

２年間ズームの参観でした。 はり体育館で見る合唱

コンクールは最高でした。１年生の声の大きさ、２年生

のハーモニー、３年生の完成された合唱、感動して思

わず涙が出ました。（３年保護者） 
 

○素晴らしい文化発表会に参加できて嬉しかったです。

保護者席に座っていると、どの生徒さんも笑顔で会釈し

たり手を振ったりと、温かみを感じました。男女関係なく

仲良く学校生活を皆送れていると伝わってきました。い

つも先生方にお世話になり感謝しています。 

（３年保護者） 

○モザイクアートは息をのむほどの美しさでした。合唱コン

クールは３年生だから金賞……というわけではなく、伴

奏のテクニック、指揮者とのアイコンタクト、そしてコーラス

の素晴らしさ……とても感動しました。とても有意義な

１日でした。（３年保護者） 

２年生の授業の感想より 
 

○一人じなできないことでも仲間がいればできることのすごさ

を感じました。お互いのことを信じていなければみんなが頑

張ろうと思えなかっただろうなと思いました。仲間というもの

はすごいです。（原 紗希） 
 

○私は、誰か一人のことを勝手に決めるのではなく、クラス

の皆で話し合って決めることが大事だと思いました。「Oneつ

forつall,allつforつone」。一人は皆を皆は一人を信じること

も団結の一つだと思いました。（山田美緒） 
 

○僕は、今日の授業で団結という言葉を知ってから、野球

の試合 学校の行事でみんなで団結して困難をのりこえ

ていきたいと思いました。自分の意見だけじななく、みんな

の意見も聞かないとダメだと分かりました。（古川颯人） 


